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諏
訪
八
幡
神
社
は
当
地
で
は
「
お
す

わ
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
厚
い
信
仰
を
集
め

て
い
る
。

　

創
建
は
戦
国
時
代
の
永
正
十
三
年

(

一
五
一
六)

で
、
当
時
こ
の
地
方
を
支

配
し
て
い
た
武
将
「
中
山
家
勝
公
」が
平

重
清(

畠
山
氏)

の
協
力
を
得
て
、
信
州

の
諏
訪
明
神(

建
御
名
方
命)

を
今
の

飯
能
第
一
小
学
校
前
に
あ
っ
た
大
泉
寺

の
境
内
に
勧
請
し
た
。
そ
の
後
、
天
正

十
二
年(

一
五
八
四)

に
家
勝
公
の
長

男
「
家
範
公
」が
八
王
子
城
へ
の
出
陣
を

前
に
し
て
、
戦
勝
と
子
孫
繁
栄
を
祈
願

し
、
八
幡
大
菩
薩(

誉
田
和
気
命)

を
合

祀
し
て
、
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
社

名
を
諏
訪
八
幡
神
社
と
し
た
。

　

家
範
公
は
惜
し
く
も
八
王
子
城
で

戦
死
し
た
が
、
そ
の
奮
戦
振
り
が
徳
川

家
康
に
認
め
ら
れ
、
家
範
公
の
二
児
は

共
に
家
康
に
召
し
か
か
え
ら
れ
、
長
男

「
照
守
公
」
は
後
に
二
千
五
百
石
の
御

旗
奉
行
に
昇
進
。
次
男
「
信
吉
公
」
は
御

三
家
水
戸
藩
の
附
家
老
に
出
世
し
、
光

圀(

水
戸
黄
門)

を
養
育
し
て
二
代
目

藩
主
に
推
挙
し
水
戸
藩
の
基
礎
を
か
た

め
二
万
五
千
石
の
領
主
に
な
っ
た
。
又
、

照
守
公
の
曾
孫
「
直
邦
公
」
は
将
軍
綱
吉

の
信
任
厚
く
三
万
石
の
大
名
に
取
立
て

ら
れ
幕
府
の
要
職
に
就
き
地
元
飯
能
を

発
展
さ
せ
た
。「
お
す
わ
さ
ま
」
は
こ
の

様
に
由
緒
あ
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社

で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
飯
能
村
と

久
下
村
の
鎮
守
様
と
し
て
村
人
に
崇
敬

さ
れ
、
安
永
五
年(

一
七
七
六)

の
大
火

で
全
焼
し
た
が
氏
子
に
よ
っ
て
再
建
さ

れ
た
。
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞

は
安
永
の
頃
氏
子
が
奉
納
し
た
も
の
で

二
百
四
十
年
の
歴
史
が
あ
る
。

　

明
治
十
五
年
に
町
内
会
が
成
立
し
、

神
社
は
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
、
河

原
町
、
宮
本
町
の
五
ヶ
町
が
護
持
し
祭

祀
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
五
ヶ
町
で

は
明
治
二
十
年
か
ら
境
内
を
西
に
拡
張

し
、
本
殿
を
現
在
地
に
移
し
、本
殿
の
覆

殿
と
拝
殿
を
造
営
し
、次
い
で
摂
社
・
末

社
を
境
内
に
合
祀
し
、
明
治
四
十
年
に

社
務
所
を
新
築
し
た
。
続
い
て
大
正
末

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
神
楽
殿
の
新

築
、
鳥
居
・
石
燈
籠
の
移
設
、石
段
・
玉
垣

の
建
設
、
敷
石
の
布
設
を
実
施
し
、戦
後

は
恵
比
寿
神
社
の
再
建
、
社
務
所
の
建

て
替
え
を
行
い
、
更
に
集
合
社
を
新
築

し
て
末
社
を
奉
遷
し
た
。

　
　

（
飯
能
・
諏
訪
神
社
の
由
来
よ
り
）

１
、 

は
じ
め
に

　

平
成
26
年
度
よ
り
埼
玉
県
の
近
代
和

風
建
築
総
合
調
査
が
始
ま
り
、
飯
能
市

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
現

段
階
ま
で
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。

ま
ず
、
近
代
和
風
建
築
の
対
象
と
な
る

基
準
は
、
明
治
元
年
頃
〜
昭
和
20
年
頃

ま
で
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物
の
う
ち
、

以
下
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

①
伝
統
的
様
式
や
技
法
で
建
て
ら
れ　
　

　

た
木
造
建
造
物

　

②
一
部
に
洋
風
の
様
式
や
技
法
を
用　

　

い
て
い
る
が
、主
と
し
て
伝
統
的
様　

　

式
や
技
法
で
建
て
ら
れ
た
建
築
物

　

そ
の
ほ
か
、①
、
②
に
準
ず
る
と
考
え

　

ら
れ
る
建
築
物

　

飯
能
市
の
場
合
は
、
こ
の
基
準
に
合

う
建
物
が
か
な
り
多
く
あ
り
、
選
択
の

基
準
を
ま
ず
飯
能
の
近
代
化
を
推
進
さ

せ
た
織
物
業
と
林
業
に
関
連
す
る
建
造

物
に
絞
り
込
む
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て

近
代
社
会
が
生
み
出
し
た
、
役
場
、
学

校
、
郵
便
局
、
銀
行
、
駅
舎
、
病
院
、
事
務

所
、
看
板
建
築
の
よ
う
な
新
し
い
タ
イ

プ
の
施
設
も
対
象
と
す
る
こ
と
に
し

た
。

２
、 

近
代
和
風
建
築
の
実
例

　

こ
こ
で
実
際
に
調
査
を
実
施
し
た
い

く
つ
か
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
養
蚕
農
家

だ
が
、
坂
石
の
岡
田
家
住
宅
（
明
治
中

期
）を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。岡
田
家

は
農
業
や
林
業
を
営
む
だ
け
で
な
く
、

教
育
者
や
医
者
を
輩
出
し
た
旧
家
で
、

建
物
の
外
観
は
切
妻
造
鉄
板
葺
総
２
階

建
で
、
棟
に
は
養
蚕
用
の
温
度
調
節
に

用
い
ら
れ
る
煙
出
し
の
小
屋
根
が
載

る
、
典
型
的
な
養
蚕
農
家
の
形
式
を
見

せ
て
い
る
が
、
医
院
を
開
業
し
て
い
た

時
期
に
改
修
し
た
部
分
が
あ
り
、
玄
関

な
ど
独
特
の
建
築
と
な
っ
た
。
一
方
、
養

蚕
専
用
の
蚕
室
と
し
て
建
て
ら
れ
、
東

吾
野
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
築
と

な
っ
た
の
が
、井
上
家
蚕
室
（
明
治
26
年 

1
8
9
3
）で
あ
る
。
施
主
で
あ
っ
た
井

上
信
次
郎
氏
の
建
築
嗜
好
が
強
く
あ
ら

わ
れ
た
優
れ
た
建
築
で
あ
り
、
良
質
の

材
料
を
用
い
た
飯
能
な
ら
で
は
の
傑
作

と
い
え
る
。

  

近
代
の
新
し
い
時
代
に
登
場
し
た

建
築
で
、
現
在
ま
で
そ
の
ま
ま
の
姿
で

残
っ
て
い
る
木
造
校
舎
が
飯
能
に
現

存
し
て
い
る
。
旧
北
川
小
学
校
明
治
校

舎（
明
治
37
年
1
9
0
4
）
・
大
正
校
舎

（
大
正
10
年
1
9
2
1
）と
旧
南
川
小
学

飯
能
・
諏
訪
八
幡
神
社
の
由
来　
　
　
　
　
　

飯
能
の
近
代
和
風
建
築
調
査

　
　
　
　
　
　

中

間

報

告

　
　
　
　
　
　
　
　

羽
生　

修
二
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校
明
治
校
舎
（
明
治
37
年
1
9
0
4
）
・

昭
和
校
舎
（
昭
和
12
年
1
9
3
7
）
で
あ

る
。
ど
ち
ら
の
校
舎
も
二
つ
の
異
な
る

時
代
の
建
物
が
L
字
型
に
校
庭
を
囲

む
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
時
代
の
変
化
に

伴
っ
て
学
校
建
築
が
改
善
さ
れ
て
い
る

様
子
が
わ
か
る
貴
重
な
建
築
遺
産
と
い

え
る
。
な
お
旧
北
川
小
学
校
大
正
校
舎

は
、
調
査
後
に
老
朽
化
が
甚
大
な
た
め

に
、
残
念
な
が
ら
解
体
さ
れ
た
。

  　　

次
に
近
代
の
西
洋
建
築
に
影
響
を
受

け
た
建
築
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
下
名
栗
に
残
っ
て
い
る
旧
名
栗
郵

便
局
（
昭
和
４
年
1
9
2
9
）
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
中
心
と
な 

る
局
舎
の

建
物
は
、
左
右
対
称
の
調
和
の
と
れ
た

外
観
を
呈
し
、
外
壁
を
西
欧
の
石
造
建

築
の
よ
う
に
見
せ
よ
う
と
す
る
人
造
石

洗
い
出
し
仕
上
げ
に
し
て
、
洋
風
の
装

飾
レ
リ
ー
フ
を
施
し
た
建
築
で
あ
り
、

近
代
の
新
し
い
息
吹
を
表
現
し
よ
う
と

し
た
時
代
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
遺

産
で
あ
る
。

　

銀
座
通
り
に
面
し
て
、
一
際
目
立
つ

看
板
建
築
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
の

が
、
神
田
・
吉
川
家
（
本
体
は
明
治
、大
正

期
に
外
観
改
造
）
で
あ
る
。も
と
も
と
は

４
軒
長
屋
だ
っ
た
が
、
現
在
は
食
堂
と

理
髪
店
の
２
軒
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

外
壁
を
石
造
り
風
に
見
せ
て
、
卵
形
の

レ
リ
ー
フ
を
柱
頭
に
施
し
た
柱
型
や
水

平
性
を
強
調
し
た
コ
ー
ニ
ス
な
ど
、
洋

風
の
建
築
要
素
を
採
り
入
れ
た
典
型
的

看
板
で
あ
る
。
仲
町
の
飯
能
織
物
協
同

組
合
事
務
所
（
大
正
12
年 

1
9
2
3
）

は
、
横
羽
目
板
張
り
の
外
壁
に
縦
長
の

上
げ
下
げ
窓
を
配
列
し
た
洋
風
建
築
の

外
観
を
呈
し
て
い
る
が
、
屋
根
は
寄
棟

造
桟
瓦
葺
き
で
棟
飾
り
に
鯱
瓦
を
用
い

て 

和
風
の
趣
を
見
せ
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。
上
名
栗
の
J
A
い
る
ま
野

旧
名
栗
支
店
（
昭
和
17
年
1
9
4
2
）も

屋
根
は
和
風
で
外
壁
は
洋
風
と
い
っ
た

和
洋
折
衷
の
建
築
だ
が
、
室
内
の
２
階

に
は
、
２
間
幅
の
床
の
間
と
そ
の
両
脇

に
床
脇
を
備
え
る
大
座
敷
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
お
り
、何
ら
か
の
形
で
保
存
・
活

用
し
て
ほ
し
い
建
築
の
一
つ
で
あ
る
。

 　

近
代
に
な
っ
て
誕
生
し
た
建
築
タ

イ
プ
と
し
て
、
土
蔵
造
り
町
家
も
含
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
大
火
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
東
京
を
中
心
と
し
て
広
が
っ

た
耐
火
建
築
な
の
だ
が
、
店
の
格
式
と

権
威
を
示
す
象
徴
的
な
建
築
と
し
て
財

力
の
あ
る
大
店
が
採
用
し
た
の
で
あ

る
。
現
在
で
は
川
越
の
蔵
造
り
が
有
名

で
あ
る
が
、
飯
能
に
も
市
指
定
有
形
文

化
財
の
絹
甚（
明
治
37
年
1
9
0
4
）が

あ
る
。
川
越
の
よ
う
に
2
階
窓
は
観
音

扉
の
重
厚
な
趣
を
呈
し
て
は
い
な
い
が
、

奥
の
木
造
真
壁
造
り
の
居
宅
と
の
境
に

は
、1
、2
階
と
も
観
音
扉
と
土
戸
が
備

え
て
あ
り
、
店
蔵
を
集
中
的
に
耐
火
構

造
に
し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
が

わ
か
る
。内
部
の
間
取
り
も
伝
統
的
な

通
り
土
間
形
式
を
採
用
し
て
お
り
、
川

越
と
は
異
な
る
飯
能
独
自
の
土
蔵
造
り

町
家
と
し
て
重
要
な
建
築
と
い
え
る
。

 　

最
後
に
町
並
み
と
し
て
紹
介
し
た
い

の
が
、
旧
吾
野
宿
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
江

戸
時
代
よ
り
馬
継
ぎ
の
宿
場
と
し
て

始
ま
り
、
秩
父
観
音
や
秩
父
三
山
参
り

の
道
と
し
て
、
ま
た
秩
父
絹
の
商
取
引

の
道
と
し
て
栄
え
て
き
た
宿
場
町
だ
っ

た
。
そ
し
て
、宿
場
町
に
平
行
し
て
流
れ

る
高
麗
川
を
使
っ
て
吾
野
の
材
木
が
西

川
材
と
し
て
江
戸
へ
運
ば
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
賑
わ
い
の
町
並
み
を
形
成
し
て

い
た
。現
在
は
、伝
統
的
な
建
物
が
少
し

ず
つ
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、
町
並
み
と

し
て
の
雰
囲
気
は
良
く
残
っ
て
お
り
、

町
並
み
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
所
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
埼
玉
県
内
で
は
貴

重
な
地
区
で
あ
る
。

３
、 

ま
と
め

　

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た

飯
能
の
近
代
和
風
建
築
は
、
織
物
業
と

林
業
と
い
う
二
大
産
業
が
隆
盛
だ
っ
た

時
代
の
文
化
遺
産
で
あ
る
。
そ
の
歴
史

と
痕
跡
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
継
承

し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
飯
能
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
・

　
　
　
　
　
　

東
海
大
学
名
誉
教
授
）
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は
じ
め
に
|
木
材
・
木
炭
時
代
の
到
来

　

20
世
紀
の
初
頭
に
日
本
の
資
本
主
義

経
済
は
成
立
し
、
発
展
を
始
め
る
。
主

要
都
市
を
中
心
に
工
業
化
が
進
行
し
、

人
口
も
急
増
し
た
。
そ
れ
ら
を
支
え
る

基
本
素
材
、
燃
料
、
紙
・
パ
ル
プ
は
、
近

世
以
来
蓄
積
し
て
き
た
森
林
資
源
か

ら
林
業
が
供
給
す
る
時
代
と
な
っ
た
。

１
９
０
０
年（
明
治
33
）か
ら
半
世
紀
余

り
の
時
期
で
あ
る
。
産
業
革
命
と
と
も

に
林
業
革
命
が
到
来
し
た
時
代
で
あ
っ

た
。

１
、 

近
代
的
材
木
商
組
合
の
組
織
化

　

明
治
20
・
30
年
代
、
幹
線
鉄
道
が
敷
設

さ
れ
、
全
国
か
ら
東
京
市
場
へ
木
材
が

流
入
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
西
川
地
方

は
東
京
近
郊
で
あ
っ
た
有
利
性
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
解
消
す
る

た
め
、近
世
以
来
の
入
間
川
・
高
麗
川
流

域
の
材
木
商
人（
伐
出
業
者
）
組
織
で
あ

る「
筏
仲
間
」
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ

た
。
明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
の
同
業
組

合
準
則
に
基
づ
い
て
、
入
間
川
筋
の
材

木
商
人
た
ち
は
明
治
21
年（
１
８
８
８
）

「
埼
玉
県
西
川
材
木
商
組
合
」
を
結
成

し
、
山
方
が
は
じ
め
て
江
戸
の
西
方
か

ら
流
さ
れ
て
き
た
木
材
を
意
味
す
る

「
西
川
」
を
名
乗
り（
由
緒
を
語
り
）、
製

品
管
理
の
厳
格
化
な
ど
を
開
始
し
た
。

　

子
の
山
山
唄　
　

武
州
高
山
音
頭

　

正
丸
小
唄

　

あ
ゝ
振
武
軍　
　

飯
能
祭
り
囃

　

名
栗
音
頭　
　
　

新
名
栗
音
頭

　

飯
能
小
唄　
　
　

新
飯
能
小
唄

　

飯
能
音
頭　
　

飯
能
音
頭
2
0
0
5

　

新
飯
能
音
頭

　

加
治
音
頭　
　
　

原
市
場
小
唄

　

美
杉
台
音
頭　
　

南
高
麗
小
唄

　

吾
野
音
頭　
　

奥
武
蔵
別
天
地
音
頭

　

制
作
年
代
順
で
は
な
い
で
す
。

　

以
上
の
他
に
振
付
が
な
さ
れ
て
い
な

い
曲
が
20
曲
近
く
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
の
会
は
踊
り
の
会
で
す
の
で
割
愛
し

ま
す
。

平
成
五
年　

郷
土
館
内
に
「
研
究
会
」を

ス
タ
ー
ト
。

　

七
年「
踊
り
継
ぐ
会
」
と
な
り
現
在

「
飯
能
の
＂み
ん
よ
う＂
」保
存
会
と
し
て

毎
月
一
回
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）

冊
子

『
飯
能
の
民
踊
』

Ｄ
Ｖ
Ｄ　

『
飯
能
地
方
の
＂み
ん
よ
う＂
と
情
景
』

『
奥
武
蔵
＂み
ん
よ
う＂
物
語
』

　

収
集
出
来
た
音
源
（
レ
コ
ー
ド
、テ
ー

プ
）
資
料
等
は
郷
土
館
の
収
蔵
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
会
員
・「
飯
能
の
＂み
ん
よ
う＂
」保
存
会

代
表
）

　

こ
の
60
点
近
く
の
＂う
ち
お
り＂
は
す

べ
て
「
祖
母
が
、
母
が
、
私
が
織
り
ま
し

た
。
」
と
確
認
の
出
来
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
大
正
時
代
か
ら

昭
和
三
十
年
代
ま
で
に
織
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

現
在
、
大
半
が
郷
土
館
の
収
蔵
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
集
し
た
＂う
ち
お
り＂
の
織
り
と
柄

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

玉
絹
の
平
織
、
斜
子
織
、玉
絹
の
縞
、

　

太
織
の
縞
、
絹
綿
交
織
、縞
と
絣
、

　

緯
総
絣
、
壁
織
、
縮
緬
、

　

絽
、
綾
織
、
段
織

　

（
参
考
）

　

平
成
12
年
制
作
「
飯
能
地
方
の
＂う
ち　

　

お
り＂
」
ビ
デ
オ

　

平
成
14
年
郷
土
館
特
別
展「
う
ち
お　

　

り
」
図
解

　
＂み
ん
よ
う＂

　

飯
能
地
方
に
は
＂
み
ん
よ
う＂（
仕
事

唄
、
新
民
謡
、
御
当
地
ソ
ン
グ
）
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

平
成
三
年
か
ら
調
査
を
は
じ
め
て
、

そ
の
音
源
（
レ
コ
ー
ド
、
テ
ー
プ
）、
背

景
、
踊
り
方
が
把
握
で
き
た
曲
目
名
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

吾
野
機
織
唄　
　

武
蔵
機
織
唄

　

飯
能
筏
唄　
　
　

名
栗
川
筏
唄

　

飯
能
麦
打
唄　
　

飯
能
臼
ひ
き
唄

　

西
川
音
頭　
　
　

武
蔵
野
炭
鉱
小
唄

　

名
栗
川
小
唄　
　

吾
妻
峡
小
唄

　

飯
能
銀
座
小
唄　

飯
能
殿
山
音
頭

　

平
成
10
年
の
＂み
ん
よ
う＂
の
あ
る
練

習
日
、
練
習
着
と
し
て
素
朴
な
風
合
い

の
着
物
を
野
口
は
る
さ
ん
が
持
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
こ
の
着
物
、
私
が
織
っ
た
の

よ
。
」
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
昔
の

飯
能
の
織
物
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
四
国
琴
平
町
の
出
身
で
す
。

　

養
蚕
地
で
も
な
く
着
物
は
商
品
と
し

て
購
入
し
て
い
ま
し
た
も
の
で
、
そ
の

着
物
の
素
朴
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

飯
能
地
方
で
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た

頃
、
女
性
た
ち
は
し
み
繭
や
玉
繭
な
ど

出
荷
で
き
な
い
手
元
に
残
っ
た
屑
繭
を

糸
に
引
い
て
織
物
を
織
り
家
族
の
着
物

や
嫁
入
り
に
持
参
す
る
着
物
を
作
っ
た

り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
頃
、
大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め

に
生
ま
れ
た
会
員
が
何
人
も
い
て
、

　

「
あ
そ
こ
に
も
あ
る
、
こ
こ
に
も
あ

る
」
と
紹
介
し
て
く
れ
て
、
ま
た
た
く
間

に
名
栗
か
ら
吾
野
に
か
け
て
6
0
点
近

く
の
＂う
ち
お
り＂
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
織
っ
て
い
た
当
時
、＂う
ち
お

り＂
と
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
た
か
ど

う
か
は
＂？＂
で
す
。

　

第
三
者
が
＂
う
り
ぎ
ぬ＂
に
対
し
て
＂

う
ち
お
り＂
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
な
感

じ
も
あ
り
ま
す
。

20
世
紀
初
頭
の
林
業
革
命
を
考
え
る

|
西
川
林
業
地
帯
を
中
心
に
|

加
藤　

衛
拡

飯
能
地
方
の
＂う
ち
お
り＂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

英
子



郷土はんのう

5－     －

ま
っ
て
、
西
川
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成

功
す
る
の
で
あ
る
。

５
、 

名
栗
村
村
有
財
産
の
統
一
と
上
・

下
共
有
林
組
合
の
成
立

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
現
飯
能
市
域
で

は
近
世
の
上
・
下
名
栗
村
だ
け
に
広

大
な
村
中
入
会
地
が
存
在
し
、
名
栗
村

合
併
後
も
、
財
産
区
有
林
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
区
会
が
運
営
し
て
き
た
。
大
正

期
か
ら
昭
和
恐
慌
ま
で
に
両
区
と
も

負
債
を
抱
え
る
に
至
り
、
昭
和
11
年

（
１
９
３
６
）、
そ
の
整
理
が
進
め
ら
れ

た
。
半
分
を
名
栗
村
に
寄
付
し
て
村
有

林
を
拡
大
し
村
有
財
産
の
基
礎
を
築

く
と
と
も
に
、
半
分
を
売
却
し
て
負
債

の
返
済
に
充
て
た
。
上
名
栗
区
で
は
、

１
０
０
０
株
に
分
け
て
1
株
35
円
で
区

民
に
売
却
し
負
債
を
返
済
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
株
主
に
よ
っ
て
上
名
栗
共
有

林
組
合
を
設
立
し
た
。下
名
栗
区
は
、林

地
約
8
町
歩
の
売
却
と
立
木
販
売
に

よ
っ
て
負
債
を
返
済
し
、
残
っ
た
区
有

林
は
下
名
栗
区
民
に
1
株
ず
つ
配
分

し
、
下
名
栗
共
栄
造
林
組
合
を
設
立
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
以
後
の
名
栗
村
の
森

林
の
所
有
構
造
が
確
定
し
た
。
実
測

面
積
で
確
認
す
る
と
、
全
林
野
面
積

５
５
０
０
町
歩
、
村
有
林（
現
市
有
林
）

１
７
０
０
町
歩（
31
％
、
内
県
造
林
が

４
４
０
町
歩
）
、
私
有
林
３
８
０
０
町

歩
、
う
ち
上
・
下
名
栗
の
共
有
林
が
そ

れ
ぞ
れ
約
５
０
０
町
歩
、
あ
わ
せ
て

１
０
０
０
町
歩（
18
％
）
と
考
え
ら
れ
、

個
人
有
林
は
２
８
０
０
町
歩（
51
％
）と

な
る
。
こ
の
よ
う
に
名
栗
地
区
の
森
林

と
、
木
材
運
送
は
筏
流
し
が
次
第
に
姿

を
消
し
、荷
車
・
馬
車
に
よ
っ
て
飯
能
ま

で
、
飯
能
か
ら
鉄
道
に
よ
っ
て
東
京
へ

輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
鉄
道
輸

送
の
期
間
は
短
く
、
大
正
末
期
に
は
ト

ラ
ッ
ク
が
そ
の
主
力
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
飯
能
駅
前
は
材
木
問
屋
と
製
材
所

が
集
積
し
、
飯
能
は
西
川
材
の
産
地
市

場
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
至

る
の
で
あ
る
。

４
、 

拡
大
造
林
の
展
開

　

造
林
の
急
速
な
拡
大
は
、
明
治
37
年

（
１
９
０
４
）、
日
露
戦
争
開
戦
以
降
で

あ
る
。
名
栗
村
を
例
に
と
る
と
、
青
年

層
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
現
飯
能
市
域
で

は
同
村
に
の
み
に
広
大
に
存
在
し
た

区
有
林（
旧
村
中
入
会
地
）
に
対
し
て
、

製
炭
跡
地
や
萱
場
に
積
極
的
な
杉
・
檜

造
林
が
始
ま
っ
た
。
分
収
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
大
正
2
年（
１
９
１
３
）
か

ら
は
、
埼
玉
県
が
村
有
林
（
明
治
44
年

〈
１
９
１
１
〉元
御
林
を
国
有
林
か
ら
払

い
下
げ
）・
区
有
林
と
部
分
林
契
約
を
結

ん
で
県
造
林
が
始
ま
っ
た
。
製
炭
跡
地

へ
の
造
林
で
あ
る
。
こ
の
遂
行
の
た
め

県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
主
任
技
師
・
秋
山

賢
夫
は
、
区
有
林
に
共
同
造
林
を
進
め

る
青
年
た
ち
に
良
質
材
を
育
成
す
る
た

め
の
枝
打
ち
な
ど
、
最
新
の
造
林
技
術

を
指
導
し
た
。
そ
の
技
術
普
及
が
そ
の

後
の
西
川
材
の
質
を
一
層
高
め
っ
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

19
世
紀
末
、材
木
商
組
合
が
自
ら「
西

川
」
を
名
乗
り
由
緒
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
20
世
紀
初
頭
の
製
品
の
厳
格
な

規
格
化
、
造
林
技
術
の
高
度
化
が
あ
い

で
あ
る
。
修
羅
で
は
常
に
一
定
以
上
の

傾
斜
が
な
い
と
搬
出
で
き
な
い
が
、
木

馬
で
は
緩
い
勾
配
で
も
搬
出
が
可
能
で

あ
っ
た
。

３
、 

製
材
所
の
設
立
と
陸
送
へ
の
転
換

　

こ
の
時
代
、
木
材
加
工
分
野
で
は
製

材
所
の
設
立
が
始
ま
っ
た
。
最
初
の
製

材
所
は
明
治
37
年
（
１
９
０
４
）に
原
市

場
村
に
設
立
さ
れ
た
。
水
車
動
力
の
製

材
所
で
、
丸
鋸
に
よ
る
製
材
で
あ
っ
た
。

以
後
大
正
期
に
か
け
て
同
様
の
製
材
所

が
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
帯
鋸
に
よ
る

製
材
に
は
電
気
供
給
が
不
可
欠
で
あ
っ

た
。

　

現
飯
能
市
域
へ
の
電
気
供
給
は
、
帝

国
瓦
斯
力
電
灯
に
よ
る
飯
能
町
へ
が
明

治
44
年
（
１
９
１
１
）
で
最
も
早
く
、
加

治
村
、
精
明
村
・
南
高
麗
村
へ
と
そ
の
範

囲
を
広
げ
た
。
吾
野
村
・
東
吾
野
村
は
大

正
10
年
（
１
９
２
１
）
吾
野
水
力
電
気
の

建
設
に
よ
り
、
名
栗
村
・
原
市
場
村
は
大

正
11
年
（
１
９
２
２
）
名
栗
水
電
の
建

設
に
よ
り
供
給
が
始
ま
っ
た
。
電
力
供

給
範
囲
の
拡
大
に
つ
れ
、
製
材
所
数
が

増
加
し
て
電
力
化
も
進
行
し
た
。
大
正

5
年
（
１
９
１
６
）
の
全
国
の
製
材
工
場

統
計
に
よ
れ
ば
現
飯
能
市
を
構
成
す
る

町
村
に
は
電
力
1
軒
を
含
む
10
軒
の
製

材
所
が
あ
っ
た
。
18
年
後
の
昭
和
8
年

（
１
９
３
３
）
に
は
34
軒
に
増
加
し
、
そ

の
う
ち
電
力
化
し
た
製
材
所
は
20
軒

（
59
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

　

明
治
40
年
代
に
は
荷
車
・
馬
車
が
往

来
で
き
る
道
路
整
備
が
積
極
的
に
な
っ

た
。
大
正
4
年
（
１
９
１
５
）
に
武
蔵
野

鉄
道
が
池
袋
｜
飯
能
間
に
開
通
す
る

同
33
年
（
１
９
０
０
）
重
要
物
産
同
業
組

合
法
に
則
っ
て
、
同
41
年
（
１
９
０
８
）

「
武
州
西
川
材
木
商
同
業
組
合
」
に
改
組

し
、
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
は
高
麗

川
筋
と
の
合
併
を
果
た
し
た
。
流
送
か

ら
陸
送
へ
の
転
換
、
製
材
所
の
設
立
を

背
景
に
、
製
品
の
品
質
管
理
と
品
質
向

上
等
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

２
、 

伐
採
・
搬
出
技
術
の
革
新

　

近
世
に
は
、
木
材
の
搬
出
は
全
て
人

の
肩
で
担
が
れ
て
い
た
。
大
径
材
は

伐
倒
地
で
木
挽
や
削
り
（
丸
太
を
斧
で

削
っ
て
角
材
に
）
を
実
行
し
、
最
終
加
工

し
て
担
ぎ
出
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
こ
の
時
期
か
ら
の
伐

出
方
法
の
革
新
は
、
1
か
所
当
た
り
の

大
量
伐
採
と
全
幹
（
切
り
分
け
ず
長
い

ま
ま
）
に
よ
る
搬
出
で
あ
る
。
夏
に
伐

倒
し
た
杉
・
檜
を
棚
状
に
伐
倒
地
に
組

み
上
げ
て
冬
期
ま
で
乾
燥
さ
せ
た
。
こ

の
棚
を
リ
ン
と
呼
ぶ
。
乾
燥
さ
せ
た
丸

太
は
、
修
羅
（
し
ゅ
ら
）
に
よ
っ
て
搬
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
修
羅
と
は
、
丸

太
約
15
本
を
本
（
も
と
）
を
下
に
し
て
樋

状
に
組
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

修
羅
1
枚
と
呼
ん
だ
。
修
羅
は
リ
ン
を

崩
し
て
、
搬
出
す
る
丸
太
で
作
ら
れ
、
何

枚
も
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
河
原
や
道
路
ま

で
延
長
し
た
。
修
羅
出
し
は
冬
期
の
作

業
で
、
丸
太
は
修
羅
の
中
を
滑
り
落
と

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
木
材
加
工
は
河
原

や
道
沿
い
の
土
場
で
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
も
た
ら

さ
れ
た
搬
出
技
術
が
木
馬
（
き
ん
ま
）

で
あ
る
。
木
馬
は
カ
シ
で
作
っ
た
ソ
リ
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図③ 「御祭礼地口行燈」錦亭綾道
（きんていりょうどう）直政　画
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能
郷
土
史
研
究
会
講
演
会
、
石
川
博
司

先
生
の「
祭
り
と
民
俗
」地
口
行
灯
の
話

で
し
た
。
質
疑
応
答
の
際
、「
双
柳
に
も

出
ま
す
！
」と
、申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
暑

い
七
月
の「
双
柳
稲
荷
神
社
の
祭
礼
」の

わ
ざ
わ
ざ
調
査
に
来
て
下
さ
っ
た
の
で

し
た
。石
川
先
生
は
、
毎
年
の
調
査
結
果

を
冊
子
に
ま
と
め
飯
能
市
立
図
書
館
に

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
や
も
や
が
晴

れ
て
、
そ
の
後
は
資
料
や
行
灯
絵
を
収

集
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

綿
貫 

雪（
き
よ
し
）
著
「
言
語
遊
戯
の

系
譜
」
に
よ
り
ま
す
と
、地
口
の「
地
」＝

江
戸
の
こ
と
、
上
方
で
は
口
合
い
（
く
ち

あ
い
、
く
ち
や
い
）が
当
て
は
ま
る
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。「
地
口
行
灯
を
飾
る
」

と
い
う
の
は
、
享
保
の
頃
に
始
ま
っ
た

ら
し
い
の
で
す
が
、
一
度
衰
退
し
て
嘉

永
の
頃
に
復
活
（
図
①
）豊
作
祈
願
と
子

供
の
成
長
を
願
っ
た
よ
う
で
す
。

飯
能
市
名
栗
村
史
編
集
委
員
会
編

（
2
0
0
8
）『
名
栗
の
歴
史 

上
』
飯
能

市
教
育
委
員
会

飯
能
市
名
栗
村
史
編
集
委
員
会
編

（
2
0
1
0
）『
名
栗
の
歴
史 

下
』
飯
能

市
教
育
委
員
会

丸
山
美
季（
2
0
1
6
）「
近
代
材
木
商

同
業
組
合
の
成
立
と
機
能
：
準
則
組
合

西
川
材
木
商
組
合
を
事
例
と
し
て
」『
林

業
経
済
』6
9（
7
）、
1-

20

山
口
明
日
香（
2
0
1
5
）『
森
林
資
源

の
環
境
経
済
史
：
近
代
日
本
の
産
業
化

と
木
材
』慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

第
一
部

双
柳
に
嫁
い
だ
三
十
五
年
前
、
地
元
の

祭
り
で
見
か
け
る「
面
白
い
物
」
が
気

に
な
り
ま
し
た
。
大
正
十
一
年
生
ま
れ

の
義
父
に
聞
い
て
も「
子
供
の
頃
か
ら

あ
っ
た
が
呼
び
名
は
分
か
ら
な
い
。」と

の
返
事
。祭
り
の
朝
、破
い
て
捨
て
ら
れ

張
り
替
え
ら
れ
る
消
耗
品
扱
い
で
し

た
。

　

そ
の「
面
白
い
物
」
が
「
地
口
行
灯
＝

ぢ
ぐ
ち
あ
ん
ど
ん
」
だ
と
判
明
し
た
の

は
、平
成
十
三
年
四
月
二
十
二
日
の
飯

展
開
』
吉
川
弘
文
館

さ

い

た

ま

民

俗

文

化

研

究

所

編

（
2
0
0
8
）『
名
栗
の
民
俗 

下
』
飯
能

市
教
育
委
員
会

白
井
哲
哉
・
須
田
努
編
（
2
0
1
6
）『
地

域
の
記
録
と
記
憶
を
問
い
直
す
：
武
州

山
の
根
地
域
の
一
九
世
紀
』八
木
書
店

日
本
林
業
技
術
協
会
編（
1
9
7
2
）

『
林
業
技
術
史
第
1
巻
：
地
方
林
業
編 

上
』
日
本
林
業
技
術
協
会

農
山
漁
村
文
化
協
会
製
作（
1
9
5
7
）

『
西
川
林
業
（
ス
ラ
イ
ド
）』（
優
良
林
業

地
シ
リ
ー
ズ
・
そ
の
8
）農
山
漁
村
文
化

協
会

原
田
信
男
編
（
2
0
1
1
）『
地
域
開
発

と
村
落
景
観
の
歴
史
的
展
開
：
多
摩
川

中
流
域
を
中
心
に
』
思
文
閣
出
版

飯
能
市
郷
土
館
編
（
2
0
0
5
）『
特
別

展
図
録 

飯
能
の
水
力
発
電
：
吾
野
・
名

栗
に
電
気
が
ひ
け
た
日
』
飯
能
市
郷
土

館飯
能
市
郷
土
館
編
（
2
0
0
8
）『
特
別

展
図
録 

名
栗
の
歴
史
：
森
林
と
と
も

に
歩
ん
だ
文
化
を
さ
ぐ
る
』
飯
能
市
郷

土
館

飯
能
市
郷
土
館
編
（
2
0
1
5
）『
西
武

池
袋
線
飯
能
池
袋
間
開
通
1
0
0
周
年

記
念
特
別
展
図
録 

武
蔵
野
鉄
道
開
通
』

飯
能
市
郷
土
館

に
は
大
き
な
団
地
が
存
在
す
る
た
め
、

今
後
の
西
川
林
業
の
改
革
に
と
っ
て
重

要
性
な
役
割
を
担
う
と
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

現
飯
能
市
域
を
含
む
武
蔵
国
西
部

山
村
は
、
江
戸
近
郊
の
利
点
を
生
か
し

て
近
世
か
ら
炭
・
材
木
の
生
産
が
開
始

さ
れ
、
発
展
し
た
。
近
代
に
は
、
東
京
の

都
市
化
と
産
業
化
に
対
応
し
て
、
そ
の

資
源
と
し
て
西
川
地
方
の
森
林
は
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
幹
線
鉄
道
開
通
に
よ
る

全
国
か
ら
東
京
へ
の
木
材
供
給
に
対
抗

し
て
、
材
木
商
人
の
近
代
的
組
織
化
、
伐

採
・
搬
出
・
製
材
過
程
の
近
代
化
、
拡
大

造
林
と
育
林
技
術
の
改
革
と
い
う
「
林

業
革
命
」
を
進
め
、
近
代
の
西
川
林
業
は

そ
の
地
位
を
確
立
し
、
戦
後
復
興
期
、
高

度
経
済
成
長
期
へ
の
活
況
へ
と
継
続
し

た
。

　

し
か
し
、
１
９
８
０
年
代
以
降
西
川

林
業
だ
け
で
な
く
全
国
の
林
業
は
低
迷

す
る
一
方
で
、
森
林
蓄
積
は
十
分
に
あ

り
「
森
林
飽
和
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い

る
。
20
世
紀
の
初
頭
の
「
林
業
革
命
」
と

は
違
っ
た
意
味
で
、
新
た
な
需
要
を
開

拓
し
つ
つ
、
21
世
紀
の
「
林
業
革
命
」
を

起
こ
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

（
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
）

　

参
考
文
献

太
田
猛
彦
（
2
0
1
2
）『
森
林
飽
和
：

国
土
の
変
貌
を
考
え
る
』（
N
H
K
ブ
ッ

ク
ス
1
1
9
3
）N
H
K
出
版

加
藤
衛
拡
（
2
0
0
7
）『
近
世
山
村
史

の
研
究
：
江
戸
地
廻
り
山
村
の
成
立
と

江
戸
の
残
照
と

武
蔵
野
の
「
地
口
行
灯
散
歩
」

第
一
部 　

加
藤　

栄
子

図① 揚州 ( 橋本 ) 周宜 江戸風俗十二ヶ月之内 
　　 二月初午稲荷祭礼之図
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図③ 「御祭礼地口行燈」錦亭綾道
（きんていりょうどう）直政　画

図⑤飯能春日通り　　
　　吉田行男氏 画

図④
浅草伝法院通り

図⑥
中山天満宮大祭 
新井和雄氏 画

図② 現在の千束稲荷神社 初午祭の様子

土屋澄子氏 画
元句は何でしょう？

「初雁賞」受賞 あえて笑顔
写真でご紹介。

7－     －

  　　

遠
方
か
ら
も
発
注
も
あ
り
、年
間
1
、

0
0
0
枚
以
上
、
一
度
に
200
枚
等
の
大

量
注
文
に
も
同
じ
絵
は
描
か
な
い
そ
う

で
す
。女
性
ら
し
い
、
流
れ
る
よ
う
な
線

が
美
し
い
澄
子
さ
ん
の
地
口
絵
。

「
半
紙
は
、
縦
・
横
ど
ち
ら
に
も
使
い
ま

す
。縦
長
・
横
長
の
行
灯
絵
に
な
る
訳
で

す
ね
。美
濃（
紙
）
判
は
、縦
使
用
。
」

行
灯
絵
を
墨
で
写
す
際
に
半
紙
の
下
に

置
か
れ
た
種
本
が
全
く
汚
れ
て
い
な
い

の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
＊
シ
ミ
だ
ら
け

の
種
本
も
見
ま
す
。

 　

参
考
資
料

『
地
口
須
天
寶
』（
安
永
二
年
）

『
神
事
行
燈
』（
文
政
十
二
年
）
大
石
真
虎 

『
平
成
十
四
年
の
地
口
行
灯
』
他 

石
川

博
司

『
地
口
行
灯
の
世
界
』（
平
成
十
七
年
）

足
立
区
立
郷
土
博
物
館

『
江
戸
ぢ
ぐ
ち
辞
典
川
越
の
灯
ろ
う
絵
』

（
平
成
二
十
年
）
色
田
幹
雄

泉
双
輪
氏
、
現
在
の
森
泉
忠
雄
氏
と
代

わ
る
毎
に
画
風
が
変
化
。
春
日
通
り
復

活
は
大
歓
迎
で
す
。
多
種
多
様
で
許
さ

れ「
ゆ
る
い
笑
い
の
民
俗
文
化
」
が
、
飯

能
全
域
に
点
在
し
て
残
っ
て
い
る
事
は

大
変
貴
重
で
な
ん
て
楽
し
い
事
で
し
ょ

う
。
市
民
権
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
「
笑
っ
て
健
康
」の
昼
行
灯
的
存
在
で

す
。

「
地
域
の
歴
史
や
民
俗
を
知
る
事
は
、郷

土
に
親
し
み
郷
土
を
愛
す
る
事
へ
と
つ

な
が
り
ま
す
よ
」と
、
坂
口
和
子
前
会
長

か
ら
応
援
さ
れ
て
今
日
ま
で
継
続
で
き

ま
し
た
。ま
た
、こ
の
度
の
飯
能
郷
土
史

研
究
会
の
ご
理
解
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

第
二
部

 　

川
越
市　

川
越
一
力
齋
津
知
屋
提

灯
店 

土
屋
澄
子
氏
を
お
迎
え
し
て
実

際
に
描
い
て
頂
き
ま
し
た
。
寛
永
か
ら

続
く
一
力
斎
の
名
と
技
を
継
ぐ
「
気
さ

く
な
澄
子
さ
ん
」は
、
会
員
に
取
り
囲
ま

れ
、覗
か
れ
る
中
、丁
寧
な
解
説
を
し
な

が
ら
地
口
絵
を
二
枚
仕
上
げ
て
下
さ
い

ま
し
た
。

賑
や
か
な
中
で
も
墨
を
磨
っ
て
、
気
持

ち
の
準
備
。

  

大
事
な
種
本
も
持
参
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

直
線
、
色
も
様
々
。
地
口
絵
も
写
し
、
創

作
、
何
で
も
あ
り
。
元
句
も
歌
舞
伎
・
川

柳
、
時
事
問
題
。（
図
④
⑤
）貼
り
方
も
白

木
の
木
枠
へ
の
外
張
り
が
殆
ん
ど
で
す

が
、
中
山
天
満
宮
例
大
祭
で
見
た
黒
塗

り
枠
に
内
張
り
の
手
間
の
か
か
っ
た
行

灯
（
図
⑥
） 

を
見
た
時
は
感
激
で
し
た
。

　

永
く
続
く
双
柳
も
描
き
手
が
所
沢
の

増
田
屋
、
日
高
市
の
川
村
太
一
郎
氏
、森

　

地
口
行
灯
は
、
江
戸
の
祭
礼
（
図
②
）

か
ら
地
方
へ
広
が
っ
た
よ
う
で
す
。
舟

運
と
の
関
連
か
三
島
市
や
秋
田
市
の
祭

り
で
も
灯
り
ま
す
。
群
馬
を
除
く
関
東

一
円
、
利
根
川
、
荒
川
、
多
摩
川
流
域
に

見
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
筏
繋

が
り
を
推
測
し
て
い
ま
す
。
足
立
区
に

は
、
旗
竿
を
名
栗
か
ら
買
う
神
社
が
あ

る
そ
う
で
す
。
地
口
絵
は
、
浮
世
絵
と
同

じ
く
軽
く
て
嵩
張
ら
な
い
良
い
土
産

品
。
筏
師
は
歩
い
て
戻
る
の
で
、
懐
に

入
る
安
価
な
江
戸
の
流
行
り
物
は
好

都
合
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
も
う
少
し
、
文

献
・
資
料
を
読
み
解
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
口
元
句
帳
＝
種
本

（
図
③
）
も
結
構
刷
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

の
ア
ン
チ
ョ
コ
の
よ
う
な
も
の
で
多
く

は
地
口
に
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
て
、
河

鍋
暁
斎
も
描
い
て
い
ま
す
。
面
白
い
事

に
元
句
帳
に
は
「
地
口
行
灯
の
決
ま
り

事
」
ま
で
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
行
灯
の

上
下
に
見
ら
れ
る
「
甕
垂
れ
か
す
み
」
の

事
で
す
。
紙
面
の
上
だ
け
、
上
下
、
波
線
、
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編
集
後
記

◎
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

▽
総
会

　
・  

四
月
十
七
日(

土)

　
　
講
演
会

  「
飯
能
市
の
近
代
和
風
建
築
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
羽
生
修
二
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
東
海
大
学
名
誉
教
授・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
能
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

▽
例
会

　
・ 

六
月
二
十
五
日(

土) 
  「

飯
能
地
方
の“

う
ち
お
り”

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
お
り
唄
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
石
井
英
子
氏

    　
　
　
　
　
　
（
飯
能
の“

み
ん
よ
う”

保
存
会
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・郷
土
史
研
究
会
会
員
）

　
・ 

八
月
二
十
七
日(

土) 
  「

秩
父
郡
中
澤
組
に
つ
い
て
─

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
を
読
み
な
が
ら
」

　
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
の
本
文（
巻
之　

　
二
百
四
十
七　
秩
父
郡
之
二
）を
読
み
な
が

　
ら
、主
に
天
神
社
、宗
穏
寺
な
ど
地
域
の
寺

　
社
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
大
野
亮
弘
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
寺
住
職・郷
土
史
研
究
会
会
長
）

　
・ 

十
月
十
四
日(

金)

　
　
県
外
研
修 

  「
八
王
子
城
見
学
」

　

　
昨
年
２
月
の
例
会
で『
城
郭
の
基
礎
知
識
』　

　
を
講
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
中
上
敬
一
氏
の

　
案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
中
上
敬
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
石
仏
協
会
理
事
）

　
・ 

九
月
十
八
日(

日)
  「

中
山
備
前
守
信
敬
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
誕
250
年
記
念
の
会
」

　
・講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
・『
水
戸
藩
附
家
老
中
山
家
十
代
信
敬
公
に　
　

　
　
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
佐
川
春
久
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
萩
市
就
将
館
館
長
）　

　
・信
敬
公
の
伝
え
た
一
弦
琴
音
楽
演
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
飯
能
郷
土
史
研
究
会
後
援

　
・ 

十
月 
    

特
別
展「
高
麗
郡
建
郡

　
　
　
　
　
一
三
〇
〇
年
記
念
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
館
事
業
に
協
賛

　
・ 

十
二
月
二
十
四
日(

土) 
  「

２
０
世
紀
初
頭
の
林
業
革
命
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
加
藤
衛
拡
氏

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
筑
波
大
学
教
授
）

　
・ 

二
月
十
八
日(

土) 
    「

地
口
絵
遠
望
」

　
　
　
　
　
第
一
部　
講
師　
加
藤
栄
子
氏

    　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
郷
土
史
研
究
会
監
事
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
第
二
部　
地
口
絵
実
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
土
屋
澄
子
氏

    　
　
　
　

 　
　
　
（
川
越 

一
力
齋 

津
知
屋
提
灯
店
）

　
・ 

三
月
三
十
一
日

　
郷
土
は
ん
の
う
三
十
七
号
発
行 

◎
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

▽
総
会

　
・ 

四
月
二
十
二
日(

土)

　

   

講
演
会

  　
「
諏
訪
神
社
創
建
500
年
祭
を
終
え
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
─
境
内
建
造
物
案
内
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師　
加
藤 

義
雄
氏

     　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
郷
土
史
研
究
会
理
事
）

▽
例
会
予
定
日

　
・ 

六
月
二
十
四
日(

土) 

　
・ 

八
月
十
九
日(

土) 
       

　
・ 

十
月
十
三
日(

金)

　
　

 

県
内
研
修（
場
所
未
定
）

　　
・ 
十
二
月
十
六
日(

土) 

　
・ 

二
月
十
七
日(

土) 
        

　
・ 

三
月
三
十
一
日

　
郷
土
は
ん
の
う
三
十
八
号
発
行

新
会
員

　
　
　
須
藤
み
ち
香
氏　
　

(

飯
能
市
美
杉
台)

　
　
　
半
田
敦
史
氏　
　
　

(

飯
能
市
征
矢
町)

　
　
　
宮
沢
庸
郎
氏　
　
　
　

(

日
高
市
栗
坪)

　
　
　
山
下
英
一
郎
氏　
　
　

(

飯
能
市
中
藤)

　
　
　
渡
辺
俊
通
氏　
　
　
　

(

飯
能
市
中
山)

　　　

訃
報

　
　

　

理
事 

井
上
晃
氏 (

飯
能
市
南
町)

　
　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　

　　

郷
土
は
ん
の
う
37
号
は
定
例
会
で
の

発
表
を
記
録
す
る
形
で
各
講
師
の
方
に

執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
代
の

和
風
建
築
、「
う
ち
お
り
」
と
「
み
ん
よ

う
」、
そ
し
て
林
業
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
飯

能
地
方
の
近
現
代
史
に
絡
み
合
う
テ
ー

マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
精
読
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
関
根
貴
志
）

飯

能

郷

土

史

研

究

会

の

活

動


